
昭和後編・平成編 主要目次 

序章 日本の時代 アジアの世紀 
第一節 第二次大戦敗北と占領 第二節 日本の国際的復帰 第三節 高度経済成長下

の日本 第四節 東アジアの転換能力 第五節 日本と東アジア――「構造転換連鎖」 

第六節 政府開発援助 
第一章 紅陵大学――旧制大学から新制大学へ 
第一節 占領下の教育改革 第二節 七代学長高垣寅次郎と GHQ の本学認識 第三節

教職員適格審査 第四節 戦災復旧 第五節 新制紅陵大学の設立 第六節 高垣学長

の教育方針 第七節 財団法人から学校法人への組織変更  
第二章 学校法人拓殖大学（商・政経二学部時代） 
第一節 校名復元 第二節 十代総長矢部貞治 第三節 大学経営の施策と施設設備の

拡充 第四節 国際教育協力財団設立構想と八王子校地取得 第五節 十二代総長中曾

根康弘 第六節 八王子校地買収から長期基本構想策定へ 第七節 昭和後期の教員の

横顔 
第三章 学校法人拓殖大学（八王子キャンパス設置以降） 
第一節 教養課程の八王子移転 第二節 外国語学部設置 第三節 植田理事長による

大学刷新 第四節 十四代総長髙瀨侍郎の誕生とその施策 第五節 学生部活動と学生

主事 第六節 工学部設置と工学研究科増設 第七節 自己点検評価システムの導入と

成果 第八節 大学改革の推進 第九節 二十一世紀の大学造りへ 
第四章 設置校 
第一節 新制高等学校の設置 第二節 拓殖短期大学 第三節 附属農場 第四節 北

海道拓殖短期大学の設置 
第五章 学統 
第一節 地域研究・語学研究の学統 1 中国研究 2 インドネシア研究 3 ロシア研究 4
南米研究 5 イスラーム研究 6 朝鮮研究  
第二節 商学部の学統 1 簿記・会計学・経営学の系譜 2 交通論の系譜 3 その他諸学

の系譜 
第三節 政経学部の学統 1 政治学の系譜 2 経済学の系譜 

第六章 昭和後期の学生生活 
第一節 戦後の学園風景 第二節 学生ボランティア活動  
第三節 麗澤会活動 1 麗澤会の復活 2 文化部連合会の発足と『拓殖文化』の復刊 3
麗澤会運動部活動 4 麗澤会文化部活動 
第四節 学生自治会 第五節 応援団 第六節 語劇祭 第七節 昭和後期の塾・寮生

活 第八節 学生気質の戦前戦後 
第七章 戦後復興と卒業生 

第一節 学園復興に尽した明治・大正期の卒業生たち  
第二節 戦後復興と昭和前期の卒業生 1 税務・金融 2 産業振興 3 地方行政 4 中央

政界 5 中央行政 6 出版報道 7 文化芸能 
第八章 国際交流の軌跡 

第一節 国際大学への道程 第二節 草の根国際交流の先駆者たち  
第三節 海外諸国・諸地域と拓殖大学 1 東南アジア 2 中南米諸国 3 東アジア 4 イ

スラーム諸国 5 その他諸地域 
第九章 創立百周年 
第一節 記念事業の展開 第二節 創立百周年記念学部――国際開発学部の設置 第三

節 創立百周年記念式典 


